
幕
末

・
明
治
初
年
に
お
け
る
地
主
の
存
在
状
況

申

山

清

幕末 ・明治初年における地主の存在状況

　
は
　

じ
　

め
　

に

一
、
幕
末

に
お
け
る

「
身
元
者
」

の
存
在
状
況

二
、
明
治
初
期

に
お
け
る
地
主

の
存
在
状
況

　
お
　

わ
　
り
　

に

は
　

じ
　

め
　

に

　
大
正

一
三
年

の
大
地
主
名
簿
に
ょ
れ
ば
、
所
有
耕
地
五
〇
町
歩
以
上

の
大
地
主

が

一
〇
〇
名
以
上
存
在
す
る
府
県
は
新
潟
県
の
二
六
三
名
を
筆
頭
と
し
て
、
秋
田

(
一
二

三
)
、

宮
城

(
一
六
三
)、

山
形

(
=

一
二
)、

青
森

(
一
〇
七
)
、

熊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

(
一
〇
四
)
、
茨
城

(
一
〇
三
)
で
あ
る
。
九
州
、
関
東
地
方
の
県
も
含
ま
れ
て
い

る
が
、
地
帯
的
に
は
東
北
か
ら
北
陸
に
か
け
て
の
諸
県
が
構
成
す
る
米
作
単
作
地

帯
が
大
地
主
地
帯
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
最
多
の
大
地
主
集
中
地
域
で
あ

っ
た
新
潟
県

の
場
合
、
大
地
主
階
層
を
構
成
す

る
諸
家
の
多
く
は
近
世
期
に
淵
源
を
持
ち
、
幕
藩
制
下
で
成
長
を
続
け
近
代
に
至

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
所
謂
千
町
歩
地
主
な
ど
巨
大
地
主
諸
家
の
近
世

・
近
代
に
お

け
る
生
成

・
展
開
過
程
の
究
明
結
果
は
、
①
近
世
中

・
後
期
に
生
成
し
、
幕
末
期

(天
保
期
以
降
)
ま
で
に
あ
る
い
は
幕
末
期
を
通
じ
て
大
地
主
か
ら
さ
ら
に
巨
大

化
し
近
代
に
至
る
。

②
近
世
後
期
に
生

成

し
、

幕
末
期
を
通
じ
て
大
地
主
に
成

長
、
近
代

(
明
治
)
に
な
っ
て
巨
大
化
と
い
う
二
つ
の
タ
イ
プ

の
存
在
を
明
ら
か

　
　
　
　

　

に
し
て
い
る
。
大
地
主
の
成
立
11
大
規
模
土
地
所
有

の
成
立
が
長
期
に
わ
た
る
土

地
集
積
の
過
程
を
経
て
い
る
こ
と

は
、
近

代

に

お
け
る
大
地
主
体
制
が
短
期
間

に
、
に
わ
か
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
見
通
し
を
与
え
る
。

　
問
題
は
大
地
主
層
の
頂
点
部
分
に
つ
い
て
の
見
通
し
が
地
主
諸
階
層
全
体
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
は
未
だ
確
か
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
確
認

の
た
め
に
は
近
世
と
近
代
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
に
お
け
る
地
主

(的
土
地
所
有
)

の
生
成

・
展
開
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
う
え
で
の
両
者
の
比
較
、
検
討
が
必

要
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
何
処
に
、
ど
の
程
度
の
地
主
が
、
ど
の
位
存
在
し

た
か
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
自
明
の
こ
と
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
大
地
主

諸
家
の
近
世
か
ら
近
代

へ
の
地
主
と
し
て
の
系
譜
的
な
連
続
と
非
連
続

の
状
況
を

み
る
と
、
幕
末

・
明
治
初
期
は
地
主
制
の
再
編
成
期
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
、
ま

ず
幕
末
、
明
治
初
期
両
時
期
に
お
け
る
地
主
展
開
状
況
の
解
明
が
課
題
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

　

こ
の
課
題

の
究
明
に
は
方
法
的
に
同

一
地
域
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
が
、
越
後
国
日
新
潟
県
に
対
象
を
限
定
し
て
も
全
面
的
な
追
求
は
不
可
能
に
近

く
、
さ
ら
に
地
域
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
近
代
新
潟
県
地
主
制
が
大
地

主
の
展
開
状
況
に
お
い
て
も
、
小
作
地
率
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
お
い
て
も
蒲
原

・

6?
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頸
城
両
平
野
部
を
基
盤
と
し
、
そ
の
中

で
も
と
く
に
蒲
原
北
部
11
北
蒲
原
郡
が
中

核
に
な

っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
近
世
と
近
代
の
地
域
編
成
原

理
が
異
な
る
以
上
、
限
定
さ
れ
た
地
域

で
あ

っ
て
も
両
時
期
の
地
域
的
整
合
性
を

求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
北
蒲
原
北
部
を
対
象

と
し

て
究
明
を
試
み
ょ

う
。

一
、
幕
末
に
お
け

る

「
身
元
者
」

の
存
在
状
況

　
近
世
後
期
の
越
後
蒲
原
平
野
部
は
幕
領

お
よ
び
中
小
諸
藩
領
等
の
錯
綜
し
た
領

有
状
況
に
あ

っ
た
が
、
北
部
は
幕
府

(水
原
代
官
所
)
と
新
発
田
藩
が
主
要
な
領

主
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
両
者

の
領
有
地
域
は
北
部
に
限
ら
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
く
、
し
か
も
最
幕
宋
時
、
明
治
初
年
に
領
有
地
域
の
変
動
が
あ

っ
て
、

対
象
地
域
と
領
有
関
係
の
整
合
を
は
か
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
蒲
原
北
部
を

主
要
管
轄
下
と
し
た
水
原
代
官
所
関
係
を
中
心
と
し
て
み
て
い
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
依
拠
す
る
史
料
は
嘉
永
元
年
郡
中
非
常
備
金
関
係
、
同
六
年
異
国
船
渡
来
に
付

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

き
上
金
関
係
お
よ
び
慶
応
元
年
郡
中
献
納
金
関
係
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
出
金
者
と

出
金
額
が
判
明
す
る
。
出
金
老
が
そ
の
ま
ま
地
主
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
米

作
単
作
地
域
に
お
け
る
住
民
の
階
層
分

化

を

ふ
ま
え

た
冨
の
蓄
積
が
主
と
し
て

(地
主
的
)
土
地
所
有
と
し
て
現
出
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
定
さ

れ
る
。
出
金
者
は
嘉
永
元
年

の
場
合

は

「(水
原
代
官
所
)
支
配
内

二
而
相
応
之

田
畑
高
所
持
仕
候
も
の
」
で
あ
り
、
嘉
永

六
年
の
場
合
は

「数
代
無
難

二
農
業
相

営
分
限
相
応
安
穏
相
続
罷
在
」
老
で
あ

る
。
慶
応
元
年
の
場
合
は
史
料
が
献
納
者

名
簿
控
で
あ
る
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ

る
が
、
出
金
者
11

「身
元
者
」
の
資
産
規

模
の
大
小
が
出
金
額

の
大
小
で
現
さ
れ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　
嘉
永
元
年

の
史
料
か
ら
検
討
し
て
い
こ
う
。
こ
れ
は

「
凶
年
不
及
自
力
普
請
所

水
災
類
焼
病
難
等
都
而

一
村
之
存
亡

二
拘
程
之
事
」
に
た
い
し
、　

「当
御
陣
屋
付

郡
中
非
常
為
手
当
」
金
を
無
利
息
で
融
資
し
、

二
・
三
年
な
い
し
四

・
五
年
賦
で

返
済
さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
先
に
引
用
し
た
よ
う
な

「
銘

々
相
応
之
高
所
持
安
穏

ユ
相
続
罷
在
」
者
三
八
力
町
村
の
五
八
名
が
出
金
し
、
そ

の
運
営
を
市
島
徳
次
郎
ら
七
名
に
委
託
、
代
官
所
も

「御
取
扱
之
御
規
矩
御
立
被

置
右
之
次
第
永
久
御
仕
法
不
相
崩
様
御
交
代
之
節
跡
御
支
配
江
巨
細
被
仰
送
」
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
嘉
永
元
年
末

の
時
点
で
代
官
所
の
呼
び
か
け
に
答
え
て
有

力
金
主
に
よ
る

「
非
常
備
金
」
が
企
画
さ
れ
、
実
現
し
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
運

営
状
況
の
究
明
は
そ
れ
自
体
独
自
の
研
究
課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
出
金
者
と

出
金
額
に
注
目
し
た
い
。

　

「郡
中
」
H
水
原
代
官
所
管
下
は
こ
の
時
点
で
は
後
の
北
蒲
原
郡
と
岩
船
郡
に

ま
た
が
り
、
明
治
に
な
る
と
水
原
、
中
条
民
政
局
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。
出
金
分

の
分
割
を
め
ぐ
り
中
条
民
政
局
管
轄
下
の
村
村
か
ら
明
治
二
年
に
訴
え
が
出
さ
れ

た
が
、
郡
中
用
留
の
記
録
に
よ
れ
ば
判
明
す
る
出
金
者
と
出
金
額
は
第
1
表
の
よ

う
で
あ
る
。
五
八
名

の
出
金
額
は
最
高

五
〇

両

か
ら
最
低
二
両
ま
で
の
幅
が
あ

り
、
半
数
が
出
金

一
〇
両
未
満
で
あ
る
。
金
額
的
に
は
高
額
出
金
者
の
占
め
る
比

率
が
高
く
、
人
数
的
に
は
一
九
%
に
過
ぎ
な
い
三
〇
両
以
上
出
金
者
が
出
金
総
額

の
過
半

(
五
四

・
七
%
)
を
負
担
し
て
い
る
。
出
金
の
基
準
は
わ
か
ら
な
い
が
、

高
額
出
金
者
全
員
が
苗
字
を
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
管
轄
下
の
め
ぼ
し
い

有
力
者
を
網
羅
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
対
象
が
三
八
力
町
村
で
あ
る
こ

と
か
ら
み
て
管
下
を
代
表
す
る
層
が
選
ば
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　
次
ぎ
に
嘉
永
六
年

一
一
月

「異
国
船
渡
来

二
付
御
上
金
書
上
名
前
帳
」
を
み
よ

う
。
紫
雲
寺
潟
新
田
郷
大
中
島
新
田
庄
屋
神
田
理
兵
衛
の
控
え
で
、
国
難
に
際
し

御
国
恩
に
感
謝
し
て
上
金
を
申
し
出
た
形
を
と
ら
せ
な
が
ら
、
代
官
所
が
江
戸
湾
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第1表 嘉永元年郡中非常備金の
　　　　出金者と出金額

対出金
総額比金額合計人 数

ユ3.3%100両2人(2)

s.a451(1)

5.3401(1)

ユ4.01053(3)

16.01204(4)

54.741011{11)

s.o452(1)

14.01057(2)

12.090s(o}

13.3Sao29(0}

45.334047(3)

100.075a58(14)

出 金 額

　　50両

　　45

　　40

　　35

　　30

小 計

20-一一25

　　15

　　10

2～10

小 計

総 計

注(1)人 数欄()内 は苗字ある者。

　(2)市 島家文書明治2年 「郡中用留」にょ

　　　り作成。

 

台
場
建
設
費
を
求
め
た
出
金
者
名
簿
で
あ
る
。
記
載
に

一
部
重
複
が
あ
る
が
、
後

の
北
蒲
原
郡
を
中
心
に
岩
船
郡
を
含
む
八
九
力
村
の

一
八
二
名
が
出
て
く
る
。

こ

の
時
点
の
代
官
所
管
下
町
村
数
は
確
定

で
き
な
い
が
、
村
名
が
網
羅
的
で
あ
り
、

最
高

一
五
〇
〇
両
か
ら
最
低
五
両
ま
で
対
象
者
も
大
き
く
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
管
下
全
体
を
対
象
と
し
た
賦
課
で
あ

っ
た
と

考

え
ら
れ

る
。

五
両

(
四
四

名
)
・
一
〇
両

(
二
四
名
)
・
二
〇
両

(
=

一名
)
あ
る
い
は
八
両

(
六
名
)
・
一

六
両

(
二
〇
名
)
・
二
四
両

(
一
五
名
)

の
出
金
が
比
較
的
集
中

し

て
い
る
こ
と

か
ら
、
基
準
を
設
定
し
て
対
象
者
の
選
定
と
金
額
の
確
定
を
行

っ
た
と
推
定
さ
れ

る
が
具
体
的
に
は
わ
か
ら
な
い
。

　
出
金
者
と
出
金
額
お
よ
び
出
金
者
居
住
町
村
を
整
理
す
る
と
第
2
表
①
②
③
の

よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
出
金
者

の
七
五

・
八
%
ま
で
が
出
金
額
三
〇
両
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

満
で
あ
り
、

一
方
確
認
出
来
る
総
金
額

一
万
四

一
八
〇
両
の
七
五
%
ま
で
が
僅
か

一
五
名
の
高
額
出
金
者
に
よ

っ
て
い
る
。

2-O

出金額別町村数

2-O

上金者数別町村数
第2表 一①
嘉永6年 上金の金額と人数

金　　額 人　数 金額合計 上金者数 町 村 数 出 金 額　 1町 村

　　　　　　　　　　両1000-1500
5人

　　　　両6200 　　人19
1

　　　　　　　　　 両1468--3836 3

500-800 3 Zoaa 王0 1 716--850 3

230-450 7 2430 6 3 363--385 2

100-一 一150 8 1030 5 1 100-一 一166 9

50-80 6 354 4 2 50～81 10

30-一 一40 15 515 3 9 30--5a 12

20--28 29 653 2 20 20--34 16

'　 　 15
-一'18 25 398 1 52 10～20 21

10-一 一13 29 301 計 89 5-一 一10 13

5～8 55 303 計 89

計 182 i41sa

注　神田家文書　嘉永6年11月 「異国船渡来二付御上金書上名前帳」により作成。
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賦
課
の
規
模
と
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
く
る
と
、
上
と
下
と
の
差
は
き
わ
め
て
大

き
く
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
広
範
な
地
域
に
賦
課
対
象
が
存
在
し
て
い
た
状
況

を
示
す
と
と
も
に
、
ご
く
少
数
の
隔
絶

し
た
大
き
さ
の
大
規
模
出
金
可
能
者
が
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
を
出
金
者
居
住
町
村
と
出
金
額
と
の
関
連
で
み
る
と
次

ぎ
の
よ
う
に
い
え
る
。
出
金
者

一
名

の
村
が
大
半
で
あ
り
、

二
名

の
村
を
合
わ
せ

れ
ば
全
体
の
八
〇
%
に
な
る
。
村
を
代
表
す
る
諸
家
が
対
象
と
さ
れ
た
と

い
え
る

が
、
そ
の
中
に
大
規
模
出
金
者
が

い
て
、
た
と
え

一
名
で
も
金
額
上
無
視
し
え
な

い
村
の
存
在
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
そ
の
よ
う
な
諸
家
は
判

明
す
る
か
ぎ
り
大
地
主
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な

一
般
的
状
況

の
中
に
少
数
だ
が
出
金
者
が
集
中
し
て
い
る
地
域

が
あ
り
、
出
金
額
面
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
の

一
つ
は
在
町
で
あ

る
。
水
原

と
そ
れ
に
隣
接

の
下
条

(
二
四
名
)、

中

条
と
隣
接
の
小
荒
川

(
=

一名
)
が
代

表
例
で
あ
る
。
と
く
に
水
原
地
区
は
出
金
総
額
の
四
六

・
一
%
を
占
め
て
お
り
、

代
官
所
陣
屋
所
在
地
で
あ
る
こ
と
と
合

わ
せ
て
注
目
す
べ
き
地
域
で
あ
る
。
越
後

の
在
町
の
場
合
六
斎
市
を
持
つ
こ
と
が
特
徴
点
と
考
え
ら
れ
る
が
、
米
作
単
作
地

域
に
お
け
る
商
品
貨
幣
流
通
、
金
融

の
あ
り
方
と
冨
の
蓄
積
状
況
と
の
関
係
を
示

唆
し
て
い
る
。
そ
の
二
は
浜
方

の
村
で
あ
る
。
浜
方
四
力
村

一
五
名
で
総
額

の
一

九

・
四
%
を
占
め
て
い
る
。
村
松
浜
を
代
表
と
し
て
廻
船
を
業
と
す
る
大
地
主
の

居
住
す
る
村
が
多
い
。

こ
れ
ま
た
米
作
単
作
地
域
に
お
け
る
米
を
は
じ
め
と
す
る

物
産
の
流
通
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
大
規
模
村
高
の
村

は
概
し
て
出

金
者
が
多
い
と
は
い
え
る
が
、
村
高
と
出
金
者
数
、
金
額
と
が
厳
密
に
相
関
を
示

す
わ
け
で
は
な
い
。

　
慶
応
元
年
五
月

「
郡
中
献
納
金
控
」

の
検
討
に
移
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
献
納

に
至
る
ま
で
の
趣
旨
、
経
過
や
基
準
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
が
、
最
幕
末
期
の
長
幕

第3表 　慶応元年郡中献納金の村別出金状況

金 額 北蒲原 中蒲原 岩 船 計

220両 1村(19)入 1村(19)人

50--100 1(3} 1(18) 2(21)

30～50 6(30) 1(4) 7{34)

20-30 8(12} s(la) 1{4) 12(36)

ユ5--20 9(24} z(1> 2(4) ユ2(29)

10-一 一15 ユ5(15) 2(12) 17(27)

7～ ヱ0 ユ4(21) 14(21)

5～7 23(47) 2(2) 25(49)

3～5 36(24} ユ(4) 1{1) 38{29)

2 33(43) 3(5) 36(48}

1 31(27} 31(27}

～1 16(14) ユ(0) 17(14)

計 193(279) 11(51) 8(14) 212(344}

注(1>　()内 は当該町村における個人献納金出金者数。
(2)五 十嵐家文書　慶応元年5月 「郡中献納金抽 により作

　　 成。

 

戦
争
が
ら
み
の
賦
課
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
対
象
は
個
人
と
村
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
四
三
九
名
、

二

一
ニ
カ
村
、
献
納
総
金
額
二
万
四
五
七
八
両
に
及
び
水

原
代
官
所
の
総
力
を
あ
げ
た
収
奪
で
あ

っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
規
模
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
は
幕
領
は
会
津
藩
領
の
設
定
な
ど
が
あ

っ
て
大
き
く
変
動
し
、
嘉

永
期
に
比
べ
て
管
轄
範
囲
は
後
の
中
蒲
原
郡
や
岩
船
郡
へ
拡
大
、
分
散
し
て
い
て

確
定
が
困
難
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
蒲
原
北
部
が
中
心
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な

い
。
ま
ず
村
を
対
象
と
し
た
献
納
を
見
よ
う

(第
3
表
)
。

　
金
額
は
最
高
約
二
二
〇
両
か
ら
最
低

一
朱
ま
で
の
開
き
が
あ
り
、

一
〇
両

(
七

力
村
)
・
五
両

(
コ
ご
)
・
三
両
二
分

(
一
〇
)
二
二
両

(
二
一一)
・
二
両
二
分

(
一
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幕末・明治初年における地主の存在状況

三
)
・
二
両

(
一
七
)
・
一
両

(
=

一)

に
集
中
が
み
ら
れ
る
。
概
し
て
高
額
出
金

村

の
村
高
が
大
き
く
低
額
村
は
小
さ
い
と
い
え
る
が
、
出
金
額
と
村
高
が
規
則
的

に
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
村
高
二
六
石
の
笹

口
浜
の
出
金
は
七

〇
両
で
第
五
位
、

一
一二
石
の
荒
井
浜
が

三
五
両
で
七
位
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た

出
金

一
両
の

一
ニ
カ
村

の
村
高
も

二
九

石

か
ら

二
五
〇
石
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
石
掛
才
覚
金
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
の
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ

る
。
村
高
の
大
小
と
村

の
富
裕
度
と
が
対
応
し
て
い
な
い
状
況
が
幕
末
期
に
は
広

が

っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
具
体
的
に
み
て
い
こ
う
。
第

一
位
は
水
原
の
二
二
〇
両
三
分
二
朱
で
あ
る
。
突

出
し
た
高
金
額
で
あ
り
、
個
人
出
金
者
数
も
多
い
。
隣
接
の
下
条

(
二
位

・
八
九

両
余
)
、

中
島

(
六
位

・
四
〇
両
)
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、

蒲
原
北
部
に
お
け
る

経
済
的
中
心
と
し
て
の
地
位
は
先

の
嘉
永
期
よ
り
さ
ら
に
明
確
に
な

っ
て
い
る
と

い
え
る
。
中
条
も
四
位
で
小
荒
川
と
合

わ
せ
八
〇
両
近
い
。
三
位
の
割
野

(
五
九

両
)
も
中
蒲
原
に
お
け
る
在
町
の

一
つ
で
あ
る
。
浜
方
の
村
村
も
上
位
に
位
置
し

て
い
る
。

一
方
低
額
出
金
村
を
中
心
と
し
て
個
人
出
金
者
の
い
な
い
村
が
九
四
も

あ
る
。
個
人
と
し
て
負
担
で
き
る
ほ
ど

の
住
民
の
い
な
い
村
に
も
全
て
献
納
を
命

じ
た
徹
底
性
を
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
上
記

の
よ
う
に
村
の
格
差
の
広
が
り
も

確
か
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

　
個
人
献
金
者
を
み
て
い
く
と
村
と
し

て
献
納
し
て
い
な
い
が
個
人
献
金
者
の
い

る
村
を
二
五
力
村
見
出
せ
る
。　

「旧
高
旧
領
取
調
帳
」
と
対
照
す
る
と
米
沢
藩
預

り
や
会
津
藩
領

・
一
ツ
橋
領
な
ど
に
な

っ
て
い
る
村
が
含
ま
れ
て
お
り
、
か

っ
て

水
原
代
官
所
管
下
で
あ

っ
た
村
村
に
も
対
象
者
を
求
め
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。

こ
こ
に
も
収
奪

の
徹
底
性
が
う
か
が
え

る
が
、

献
金
者
は
二
〇
両

(
一
四
名
)
・

一
五
両

(
一
八
)
・
一
〇
両

(
三
二
)
・
五
両

(
三
七
)
お

よ
び

三
両

(
三
二
)
・

第4表 個人献納の人数と金額

金 額 人 数 金額合計 対総額比

　　　　　　　　　両1000-3000 5人
　　　　　両zOOOO 　　　　%44

.2

500-一 一600 7 4100 18.2

100-300 23 5aaa 23.4

50～100 5 293 1.3

30-一'50 12 4ユ2 1.8

20-30 26 574 2.5

10--24 76 954 4.3

5～ ユ0 90 535 2.4

1～5 192 436

1.9
～1 3 1

計 439 22606 100.0

注(1)両 以下切捨で表示。そのため計末尾数値が合

　　　わない。

　(2)典 拠は第3表 に同じ。

 

二
両

(
三
〇
)
・
一
両

(
五
二
)
に
集
中
を
み
せ
る

(
第
4
表
)。
こ
れ
だ
け
で
は

献
納
金
出
金
者

の
存
在
形
態
に
基
づ
い
た
献
納
基
準
は
わ
か
ら
な
い
が
、
五
両
を

基
礎
単
位
と
し
て
賦
課
し
、
五
両
以
下
層
も
み
の
が
さ
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
点
は
二
〇
両

(
一
四
名
)
お
よ
び
そ
れ
以
下
の
出
金
者
数
が
三
七
五
名
に
の

ぼ
り
、
大
半
を
占
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い
る
。
主
な
村
落
上
層
の
全
て
を

対
象
と
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
そ
れ
だ
け
に

一
村
規
模
を
越
え
て
成
長
し
て
い
た
層
と
推
定
さ
れ
る
一
=

両
以

上
献
納
者
は
限
ら
れ
た
存
在
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
一
=

～
九
九
両
層
は
二
九
人

(
個
人
出
金
者
総
数

の
う
ち

の
六

・
六
%
)、　
一
〇
〇
～
三
〇
〇
両
層
は
一ゴ
ニ
人

(
同
五

・
二
%
)
に
す
ぎ
な
い
。
同
じ
く
限
定
さ
れ
た
存
在
で
あ

っ
て
も
五
〇
〇

両
以
上
層
の
場
合
は
範
囲
が
拡
大
し
て
も

一
二
名

(
二
・
七
%
)
で
、
嘉
永
期
の

八
名
と
大
き
く
は
違
わ
な
い
。
突
出
し
た
大
規
模
な
存
在
が
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
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史 窓

い
る
と
と
も
に
、
固
定
状
態
に
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。

　
金
額
か
ら
み
る
と
出
金
者
の
階
層
性

は
さ
ら
に
明
瞭
に
な
る
。
個
人
出
金
総
額

二
万
二
六
〇
六
両
の
う
ち
五
〇
〇
両
以
上
層
の
出
金
額
は
六
二

・
四
%
を
占
め
、

一
〇
〇
両
以
上
と
す
れ
ば
八
五

・
八
%
に
も
な
る
。
人
数
上
大
半
を
占
め
る
二
〇

両
以
下
層
は
九

・
六
%
す
ぎ
な
い
。
幕
府
が
広
範
な
、
多
数

の
対
象
か
ら
出
金
を

求
め
た
意
図
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
仮

に
金
額
だ
け
を
問
題
と
す
れ
ば
少
数
の
、

突
出
し
た
富
裕
層
に
依
拠
す
る
こ
と
で
目
的
は
十
分
に
達
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

事
実
、
富
裕
層

へ
の
用
金
、
才
覚
金
、
頼
金
等
の
賦
課
は
幕
末
期
の
進
行
に
つ
れ

て
加
重
さ
れ
、
富
裕
層
の
経
営
に
と

っ
て
幕
藩
領
主
と
の
結
合

(
「共
生
」
関
係
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

は
利
潤

の
一
方
的
収
奪
を
意
味
す
る
桎
梏
と
化
し

つ
つ
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ

の
こ
と
が
領
主
層
に
よ
り
広
範
な
領
民

へ
の
賦
課
を
促
し
、
こ
こ
で
も
矛
盾

・
対

立
は
深
化
し
つ
つ
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
蒲
原
平
野
北
部
を
中
心
と
し
た
地
域
を
対
象
と
し
て
、
幕
末
期
の
出
金
史

料
に
よ

っ
て
地
主
展
開
を
究
明
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
階
層
の
存
在
を

出念者氏名 慶応元 嘉永元 嘉永6 明治21年
所有地価

市 島 徳 次 郎 3000両 50両 1500両 450,800円

白 勢 長 兵 衛 〃 〃 〃 356,500

佐藤伊左衛門 2000 45 1200 253,700

佐藤友右衛門 1000 30 500 102,500

細 野 庄 次 郎 〃 15 350 s3,200

△坂 口津左 衛 門 600 一 一

市 島 次 郎 吉 500 40 1000

五 十 嵐 国 蔵 〃 15 150 141,100

丹 呉 平 兵 衛 〃 15 一 47,200

伊藤源五兵衛 〃 14 120

△渡 辺三左衛 門 〃 35 700 120,700

△佐 藤 又 四 郎 〃 一 10 5,700

佐藤三郎左衛門 Sao 35 一 73,800

近 藤 甚 助 〃 30 450 74,200

平 野 安 之 丞 〃 35 1000

源五右衛門 〃 一 40

林左衛門 〃 一 一

△木 村 善 四 郎 ク ユ5 80 6,000

河 内 茂 平 次 〃 〃 300 10,500

七 兵 衛 〃 5 120

真　島　沢　内 〃 5 150 52;700

平 野 太 七 204 za 350 10,800

真 島 権 兵 衛 〃 sa 400 75,900

佐 藤　忠 蔵 〃 15 230 22,100

植木甚左衛門 〃 10 120 23,900

高 沢 儀 八 郎 〃 10 150 20,000

橋 本 林 蔵 fj 一 15 　 .11

水 沢 金 次 郎 〃 5 100 31,300

門 之 助 fj 2 35

長　　七 〃 3 50

須 貝 四 兵 衛 〃 15 120 20,400

星 野 求 五 郎 〃 一 50 51,400

喜左衛門 ii 一 70

細　山　清 七 goo 3a 一 5,600

△　　　次郎右衛門 〃 一 一

72

第5表 一①　幕末期上位出金者と明治前期所有地価

注(1)△ 印は北蒲原郡以外の居住者。

(2)明 治21年 所有地価は 『新潟県地価持姓名録』による。
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幕末・明治初年における地主の存在状況

確
か
め
て
き
た
。
最
後
に
そ
れ
ら
を
総
括
し
、
明
治
期
の
存
在
形
態
と
対
照
す
る

こ
と
で
幕
末
に
お
け
る
地
主
の
存
在
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
第
5
ー
①
表
は
慶
応
元
年

一
〇
〇
両
以
上
出
金
者

の
出
金
状
況
と
明
治
一
=

年

所
有
地
価
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
見
し
て
高
額
出
金
者
の
大
半
が
幕
末
期

を
通
じ
て
上
位
出
金
者
で
あ
り
続
け
た

こ
と
、
彼
ら
が
明
治
前
期
に
は
大
地
主
と

し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
出
金
額
ト
ヅ
プ
の
二
家
の
み
簡
単

に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
市
島
家
は
近
世
後
期
を
通
じ
て
土
地
集
積
を
進
め
、
最
幕
末

時
点
で
は
約

一
八
〇
〇
町
歩
の
規
模
に
達

し
て

い
た

こ
と

が
確
か
め
ら
れ
て
い

る
。
明
治
に
入

っ
て
体
制
再
編
過
程
で
若
干
縮
小
す
る
が

一=

年

の
所
有
地
価
は

新
潟
県
第

一
位
で
あ
る
。

二
三
年
の
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
互
選
人
名
簿
か
ら

判
明
す
る
直
接
国
税
額

(
一
万

一
二
八
二
円
七
七
銭
三
厘
)
か
ら
み
て
全
国
で
も

有
数
の
富
豪

で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
位
の
白
勢
家
も
ほ
ぼ
同
様

の
軌
跡

を
た
ど
り
最
幕
末
に
は

=

】○
○
町
歩
規
模
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
国
税
額

は
九
八
二
五
円
で
あ

っ
た
。

　

他
の
諸
家
も
、
新
潟
県
に
お
け
る
地
価

一
万
円
が
ほ
ぼ
耕
宅
地
四
〇
～
五
〇
町

歩
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
冒
頭

の
五
〇
町
歩
地
主
11
大
地
主
基
準
を
あ
て

は
め
れ
ば
、
い
ず
れ
も
大
地
主
で
あ
る
と
い
え
る
。
出
金
額
と
所
有
地
価
の
対
応

状
況
か
ら
す
で
に
幕
末
期
に
は
大
地
主
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
は
十

分
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
れ
だ
け
で
蒲
原
平
野
北
部
地
域
に
お
け
る
幕
末
期

の
大
地
主
体
制
の
確
立
を
み
る
こ
と
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ

う
。
第
五
1
①
表
の
中
に
明
治
期
の
所
有
地
価
欄
が
空
白
に
な

っ
て
い
る
諸
家
が

あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
近
代
と
の
接
続

の
確
認
で
き
な
い
家
も
あ
る
が
、
近
世
末

の
規
模
を
維
持
で
き
ず
、
近
代

へ
の
移
行
過
程
や
近
代
の
初
頭
に
消
滅
、
下
降
し

た
地
主
家
が
含
ま
れ
て
い
る
。
嘉
永
六
年

に

一
〇
〇
〇
両
を
出
金
し
な
が
ら
慶
応

第5表 一②

慶応元年
出 金 額

慶応元年
出金者数

左のうち嘉永

元年出金者数

同嘉永6年

出 金 者 数

　 　 　 両
50--100

人
5

人
2

人
2

30～50 ユ2 4 ユ0

zo--3a 26 2 18

10-20 76 4 49

5～ ヱ0 90 」. 13

1～5 192 2 10

～1 3 0 0

計 404 17 102

 

元
年
に
は
半
減
な
い
し
そ
れ
以
下
に
な

っ
て
い
る
市
島
次
郎
吉
家
や
平
野
安
之
丞

家
が
代
表
例
で
あ
る
。
下
降
、
消
滅
過
程
の
究
明
は
稿
を
改
め
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
近
世
期
に
生
成
し
た
地
主
的
土
地
所
有
が
幕
末

・
明
治
初
期
の
再

編
過
程
を
経
て
体
制
的
に
確
立
す
る
と
い
う
見
通
し
を
与
え
る
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
中
小
規
模
出
金
者
は
ど
う

か

(第
5
表
i
②
)。

管
轄
領
域
の
変
動

が
影
響
し
て
慶
応
元
年
に
は
登
場
し
な
い
家
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
別
と
す
れ
ば
三

〇
両
以
上
出
金
老
は
お
お
よ
そ
嘉
永
六
年
と
慶
応
元
年
と
連
続
し
て
出
金
し
て
い

る
と
い
え
る
。
幕
末
に
は
上
記
の
大
地
主
層
に
次
ぐ
地
主
と
し
て
存
在
し
て
い
た

と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
そ
れ
ら
諸
家
と
明
治

二
一
年
と
の
全
面
的
な
接
続
は
、
二

一
年
姓
名
録
登
場
者
が
所
有
地
価
五
〇
〇
〇
円
以
上
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
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あ

っ
て
、
推
定
を
含
ま
ざ
る
を
え
ず
確
定

は
困
難
で
あ
る
。
三
〇
両
以
下
層
に
つ

い
て
は
慶
応
元
年

の
出
金
額

の
低
下
に
対
応
し
て
嘉
永
六
年
出
金
者
比
率
も
低
下

し
て
い
る
と
い
え
る
。
と
く
に

一
〇
両
未
満
層
に
お
い
て
決
定
的
で
あ
る
。
彼
ら

も
い
わ
ゆ
る
村
方
地
主
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
個
別
事
例
か
ら
明
ら
か
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
階
層
を
も
対
象
と

し
て
嘉
永
六
年
以
上
に
慶
応
元
年
の
賦
課

が
徹
底
的
で
あ

っ
た
こ
と
が
改
め
て
確
認

さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
近
代
と
の
接
続

を
全
面
的
に
追
求
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
近
世
期
を
通
じ
て
成
長
し
て
き
た
大
地
主
が
幕
末
期
に
は

明
確
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
と
い
え
る
。
た
だ
し
そ
の
存
在
は
再

編
成
の
動
き
を
は
ら
ん
で
お
り
、
近
代
初
頭
と
関
連
し
た
究
明
を
必
要
と
し
て
い

る
。
と
く
に
大
地
主
層
に
次
ぐ
層
や
そ

の
基
盤
と
な

っ
て
い
る
層
に
つ
い
て
は
、

中
小
の
地
主
と
し
て
の
展
開
が
推
定
さ
れ

る
が
、
さ
ら
に
地
域
を
限
定
し
て
厳
密

に
近
世
と
近
代
を
接
続
さ
せ
る
作
業
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
え
よ
う
。

　
以
上
の
見
通
し
を
広
く
蒲
原
平
野
北
部
で
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
そ
の

一
角

を
占
め
る
新
発
田
領
の
状
況
の
究
明
が
欠
か
せ
な
い
。
同
領
が
幕
末
期
に
は

「
三

分
通
」
他
領
居
住
者
に
ょ
る
抱
持
に
な

っ
て
い
た
こ
と
は
領
主
自
身
が
認
め
て
い

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
平
野
部
北
部
だ
け
で
な
く
中
部
、
南
部
に
も
領
有
の
ひ
ろ

が
る
領
内

の
状
況
を
統

一
的
に
把
握
で
き
る
史
料
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

で
は
明
治
四
年
の
藩
債
取
調
帳
に
出
て
く
る
債
権
者
を
取
り
上
げ
よ
う
。
明
治
三

年

の
領
地
替
え
に
よ
り
旧
領
が
三
三
%
強

し
か
残
ら
な
い
変
動
が
あ

っ
た
後
の
状

況
で
あ
る
が
、
蒲
原
北
部
を
拠
点
と
す
る
諸
家
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
手
掛
か

り
と
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
累
積
藩
債
債
権
者
お
よ
び
明
治
三
年

一
一
月
才
覚
金
出
金
者
を
郡
別
に
整
理
す

る
と
第
6
表

の
よ
う
で
あ
る
。
北
蒲
原
を
中
心
に
大
地
主
層
に
依
拠
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
市
島
家

の
よ
う
に
新
発
田
領
内
に
所
有
を
展

開
し
た
こ
と
で
出
金
を
避
け
え
ず
、
藩
債
を
差
上
げ
切
り
に
し
て
藩
と
の
関
係
を

断
ち
切
ろ
う
と
し
た
大
地
主
と
、
領
内
に
あ

っ
て
関
係
が
深
く
多
額
の
出
金
を
重

ね
て
き
た
諸
家
が
あ
る
。
後
者
の
代
表
が
白
勢
家
で
宗
家

(
和

一
郎
家
)
は
再
編

過
程
で
姿
を
消
す
。
な
お
長
兵
衛
家
は
幕
領

(
紫
雲
寺
潟
新
田
郷
金
子
新
田
)
に

移

っ
て
藩
と
の
直
接
的
な
関
係
を
避
け
て
い
る
。

二
宮
家
も
領
内
で
生
成
し
、
藩

と
の
金
融
関
係
は
幕
末
期
に
は
密
接
に
な
る
が
、
幕
末
期
型
大
地
主
と
し
て
成
長

を
や
め
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
ま
た
才
覚
金
の
み
の
諸
家
は
多
く
は
領
地
替
え
で

新
た
に
賦
課
対
象
と
な

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
他
新
発
田
町

・
沼
垂
町
商
人
、

町
役
人
層
は
明
治
期

の
土
地
所
有
欄
空
白
が
多
い
。
上
記
の
よ
う
に
依
拠
し
た
史

料
が
五
〇
〇
〇
円
以
上
地
主
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
、
逆
に
記
載

者

の
多
い
こ
と
は
幕
末
期
新
発
田
領
に
お
い
て
も
大
地
主
が
展
開
し
て
い
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
　
明
治
初
期
に
お
け
る
地
主
の
存
在
状
況

　
幕
末
期
蒲
原
北
部
に
お
け
る
大
地
主
の
展
開
と
そ
の
基
盤
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
は
、
明
治
初
年
の
土
地
所
有
状
況
を
明
確
に
で
き
、
か
つ
そ
の
地
域
内
に
存

在
す
る
土
地
所
有
者
諸
階
層
の
近
世

(
幕
末
)
期
と
の
連
続
と
非
連
続
の
明
確
化

が
可
能
な
地
域
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
蒲
原
北
部
全
体

を
俯
瞰
し
う
る
史
料
は
見
出
せ
な
い
か
ら
、
地
域
的

に
は
さ

ら
に
限
定
さ
れ
る

が
、
明
治

一
〇
年
の
二
二
大
区
を
対
象
地
域
と
し
た
い
。

　
大
小
区
時
代
の
新
潟
県
は
二
五
の
大
区
に
区
分
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
蒲

原
北
部
睡
北
蒲
原
郡
は
二
二

・
二
三

・
二
四
大
区
か
ら
な

っ
て
い
た
。
二
二
大
区
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幕末・明治初年における地主の存在状況

第6表 新発田領における有力金主

郡別 氏　　名 藩 債
明 治3年
ll月 才覚金 計

明治2玉年
所有地価

北
　
　
　
　
　
蒲
　
　
　
　
　
原

白 勢 和 一 郎
　 　 両32
,942

　 　 両35
,000

　 　 両67
,942

円

二 宮 九 助 25,844 10,000 35,844 256,304

島津九右衛門 4,034 3,000 7,034

白 勢 長 兵 衛 ユほOl 1,101 356,504

中 野 久 兵 衛 879 5,000 5,879 58,304

馬 場 保 之 允 2,871 3,000 5,87ユ

阿 部 栄 助 376 376 (7,0ao)

白　勢 類　内 1,ユ05 3,500 4,605

相馬善右衛門 1,lay 3,50a 4,605

広 岡 佐 太 郎 1,058 1,058

宇 賀 村 権 平 937 937

内　堀　武　助 ユ,123 1,ユ23

市 島 徳 次 郎 715 715 450,800

南　　半 之 助 5,792 3,000 8,792 51,300

星 野 求 五 郎 2,000 2,0ao 51,400

斎藤弥惣兵衛 3,000 3,000 123,700

中 野 亀 之 助 3,000 3,000

文右衛門 2,000 2,000

真　島 沢 内 2,000 2,000 52,700

橋 本 林 蔵 2,000 2,000 ・il

竹 内 康 之 助 3,000 3,000 is,aao

中
　
　
蒲
　
　
原

小 林 六 兵 衛 6,ユ83 6,183 32,100

川合市右衛門 567 56? 19,600

真 野 半 太 夫 340 344

真野徳右衛 門 567 567

川 又 庄 太 郎 5,760 5,760 91,400

桂　　　慎 吾 3,000 3,000 74,500

本　間 新 作 3,aoo 3,000 71,400

武 兵 衛 3,209 3,209

南蒲

原

田巻三郎兵衛 z,zoo 15,000 16,140 343,700

市 川 厚 次 郎 10,000 Zo,000 149,100

r新発田市史資料』4所 収 明治4年 「藩債取調帳」及び明治21年r新 潟県地価持姓名録』により作成

()内 は推定

75



史 窓

第7表22大 区の概要

小

区

町
村数 戸　数 人　口

「職　　 分」　　 比

農 工 商 雑業 雇人

1 18
　　　　戸1213 　　　　人s2sa 　　　　%83

.7 4.4 6.3 3.2 2.3

2 49 1356 7265 94.9 1.5 1.2 0.4 2.0

3 33 1093 5759 78.0 5.1 6.3 5.6 5.0

4 6 1879 sZSa 26.4 19.0 31.4 16.5 6.7

5 42 1129 5832 98.3 0.9 0.3 0.5 0.07

6 31 1286 7237 91.3 3.5 2.0 1.0 2.2

7 14 ユ395 X676 82.7 3.6 1.6 2.5 9.6

8' 17 1695 8755 71.0 3.3 10.2 8.2 7.3

計 aia 11047 57014 77.a 5.4 8.1 5.1 4.5

注(1)　 「職分」比は各小区 「職分」を100と した比率。

　(2)市 島家文書明治9年 「新潟県22大 区戸籍統計表」(仮 題)に より作成。

 

は
地
域
内
の

一
番
南
西
部
に
位
置
し
、

南

西

は
阿
賀

野
川
を
は
さ
ん
で
中
蒲
原

と
、
東
北
は
二
三
大
区
の
平
野
部
と
接
し

て
い
る
。
山
麓
平
野
部
か
ら
福
島
潟
周

辺
低
湿
地
域
ま
で
八
力
小
区
、
草
高
約
六
万

一
八
〇
〇
石
、
現
石
約

二
万
四
三
〇

○
石
、
改
正
反
別

一
万
二
〇
五
〇
町
歩
の
広
大
な
地
域
で
あ
る
。
明
治
初
期
の
住

民
構
成
を
職
分
に
ょ

っ
て
各
小
区
別
に
み

る
と

(第
7
表
)、
前
項
で
た
び
た
び

登
場
し
た
水
原
町
と
そ
の
周
辺
か
ら
な
る
四
小
区
が
商
工
業
地
域
と
し
て
大
区
の

経
済
的
中
心
で
あ
り
、
在
町
葛
塚
の
あ
る
八
小
区
が
や
や
そ
れ
に
近
い
ほ
か
は
純

然
た
る
農
業

・
農
村
地
域
で
あ
る
こ
と
が
お
か
る
。
草
高
に
た
い
す
る
現
石
の
比

率
は
水
田
比
率
の
低
い

(
三
八

・
五
%
)

一
小
区
の
三

一
・
一
、
新
田
地
先
の
多

い
八
小
区
の
二
六

・
四
%
を
除

い
て
他
は
い
ず
れ
も
四
〇
%
台
で
あ
る
。
改
正
反

別
反
当
現
石
は

一
小
区

一
二
六

・
五
合
か
ら
五
小
区
二
四
三

・
五
合
の
間
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
低
い
数
値
で
あ
り
、　

「全
国
土
上

ヨ
リ
達
観
ス
レ
パ
頗

ル
寛
税

ノ
地
方
ト
ス
」
と
い
う

『
地
租
改
正
紀
要
』
の
指
摘
を
裏
付
け
て
い
る
。

地
租
改
正
時
の
大
区
平
均
反
収
は
水
田

一
・
四
石

(米
)
、
畑
四
三
八
合

(大
豆
)

と
さ
れ
、
と
も
に
新
潟
県
東
半
部

一
一
力
大
区
中

の
第

二
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

る
。
田
は
四
六
等
級
、
畑
は
三
〇
等
級
に
区
分
さ
れ
内
部
の
差
は
大
き
い
が
、
総

じ
て
県
内
で
も
江
戸
期
以
来
農
業
生
産
力

の
比
較
的
高
い
水
田
地
域
で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。

　
地
券
交
付

・
地
租
改
正
と
関
連
し
て
明
治
五
年
頃
か
ら

一
〇
年
に
か
け
て
、
住

民
の
経
済
状
態
を
基
準
と
し
た
等
級
区
分
や
現
石

一
〇
石
以
上
所
有
者
調
査
が
行

わ
れ
て
い
る
。
一
一二
大
区
で
は
現
石

一
〇
石
は
約
五
町
歩
と
推
定
さ
れ
る
耕
地
の

貢
税
額
で
あ
り
、
上

・
中

・
下
三
等
級
の
う
ち
上
等
戸
の
最
低
基
準
に
な

っ
て
い

る
。

一
〇
石
以
上
調
査
の
対
象
者
は
自
作
兼
地
主
層
を
底
辺
と
す
る
地
主
階
層
で

あ

っ
た
と
い
え
る
。
調
査
は
二
二
大
区
に
お
け
る
所
有
に
限
定
し
て
、
村
別
に
現

石

一
〇
石
以
上
所
有
者
の
氏
名
、
所
有
現
石
量
を
記
録
し
て
い
る
。
た
だ
し

一
村

に

一
〇
石
以
上
所
有
す
る
場
合
に
の
み
調
査
対
象
と
な

っ
て
い
て
全
所
有
規
模
を

示
す
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
ニ
カ
村
に
わ
た

っ
て
合
計

一
八
石
を
所
有
し
て
い
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第8表 　居住小区別にみた地主存在状況

　　　　　小 区

　　　存

誓 餓,
現 　 　 .u.

石

1 2 3 4 5 6 7 8 計
他大

区地

主

例

外
地
区

総

計

他
小
区

居

村

小

区

他
小
区

居

村

小

区

他
小
区

居

村

小

区

他
小
区

居

村

小

区

他
小
区

居

村

小

区

他
小
区

居

村

小

区

他
小
区

居

村

小

区

他
小
区

居

村

小

区

他
小
区

　　　石

1000～

人

2(2) 2{2) 2(2)

soo-一 一zOOO 1(1) 1(1) 1{1) 2(2)

400--600 1 1 1

200～400 1(1) 2 1 1 3{1} 1 5(1)

100--200 1 1(1) 2(11 1 1 1 7〔2) z 8(2)

60～100 1(ヱ} 2(z) 5(3) 1(1> 2 1 1 1(1} 3(1) g{5} 1(1) 14(8)

40-x60 2 1 2(1) 1{1) 4{3) 2{1) 1 2 8(4} 4(1」 2(1? 2 16(6}

20～40 5(3) 9(6) 3(31 4(1) 1 5(2) 8 3 1 2 28㊧ 13{3) 1 10 7 59(15}

15～20 10(2) 7(5) i 4{1} 8 3 3 28(8) 8 1 3 40(8}

10～15 3 12(2) 10(5) 6 19(8) 10 12 5 64㈱ 10 3 6(玉〉 6 89㈹

計 4 29(9)1(1) 1 28(1カ 3(3) 5{5)II(i) li(7)33(1句 2(1} 30 4 i8 4 z 10 1 129㈹ 40(5>28(1⇒23(3)16 236㈹

小区計 4 31(8} 36(25) 22(8) 35(16) 34 24 11 197働

注(1>1小 区は他小区所有が判明する地主のみ。　 (2)6小 区については他小区地主以外は全て小区地主とみなした。　 (3)例 外地主の小区別内

　訳は2小 区居住4人,4小 区5入,5小 区2人,7小 区1人,8小 区4人 である。　 (4)他 大 区地主の大区別内訳は1大 区1人,18大 区1人,
20大 区4人,21大 区8人,23大 区9,24大 区1人 である。　 (5)()内 は慶応元年上金者数を示す。　 (6)現 石10石 ≒5町 歩である。　 (7)五　
十嵐家文書 「現石10石 以上所有者調」　(仮題)に より作成。



窓史

て
も
、
両
村

に
お
け
る
所
有
が
各
々
九
石

で
あ
れ
ば
調
査
対
象
に
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

一
五
石
と
九
石
の
所
有
で
あ
れ
ば

一
五
石
所
有

の
村
で
の
み
記
録
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
六
小
区
で
は
調
査
方
法
が
異
な
り
、
村
別
で
は
な
く

「区

内
拾
石
以
上
所
持
石
取
調
」　
「区
内

二
於

テ
他
区
之
者
拾
石
以
上
所
持
石
調
」
で

あ
る
。
な
お

一
小
区
に
つ
い
て
は
史
料

を
欠
き
、
八
小
区
は
調
査
不
十
分
と
み
ら

れ
地
主
名
の
み
で
所
有
現
石
不
記
載

の
村
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
調
査
方
法
の
違

い
も
含
め
制
約
の
多

い
史
料

で
あ
る
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
区
内
ほ
ぼ
全
域
の
日
○

石
以
上
所
有
状
況
を
把
握
し
う
る
史
料

を
み
い
だ
せ
て
い
な
い
か
ら
、
大
区
長
五

十
嵐
家
に
伝
わ

っ
た
、
仮
に

「現
石

一
〇

石
以
上
所
有
者
調
査
」
と
名
づ
け
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
史
料
に
よ

っ
て
、
実
態
を
下
回
る
地
主
的
土
地
所
有
規
模
の
記
録
で

あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
概
観
を
試

み
ょ
う
。

　
史
料
記
載
の
地
主
数

は
延
べ
四
〇

一
名
、
実
数
二
三
六
名
で
あ
る
。
地
主
は
存

在
形
態
か
ら
み
て

「居
村
地
主
」
　
(
居
村

に
の
み

一
〇
石
以
上
所
有
)
、
「
小
区
地

主
」
　
(居
村
の
ほ
か
居
住
小
区
内
他
村

に
も

一
〇
石
以

上
所
有
)、　

「他
小
区
地

主
」　
(
居
村
、
居
住
小
区
内
他
村
の
ほ
か
他
小
区
に
も

一
〇
石
以
上
所
有
)
お
よ

び

「他
大
区
地
主
」　
(他
大
区
居
住
者

で
一ご
一大
区
内
に

一
〇
石
以
上
所
有
)
に

区
分
さ
れ
る
。
な
お
居
村
に
は
現
れ
ず
他
村
に
の
み
登
場
す
る
地
主
は
例
外
的
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で

「例
外
地
主
」
と
し
て
お
こ
う
。
ま
た
後
述
の
よ
う
に

「
暦

村
地
主
」
と
そ
れ
以
外
の
地
主
は
お
お
よ
そ
所
有
規
模

二
〇
石
で
区
分
さ
れ
る
。

し
た
が

っ
て
所
有
規
模
二
〇
石
以
下
は
事
実
上

「居
村
地
主
」
と
等
し
く
、　

「居

村
地
主
」
で
も
二
〇
石
以
上
規
模
の
者

は
そ
の
規
模
に
よ
り

「小
区
地
主
」　
「他

小
区
地
主
」
の
範
疇
に
い
れ
て
考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
居
住
小
区
ご
と
に
存
在
形
態
別
、

所
有
規
模
別
の
地
主
の
存
在
状
況
を
み

ょ
う

(第
8
表
)。
基
本
的
な
地
主
の
存
在
形
態
は
居
村
地
主
で
あ
る
と
い
え
る
。

第9表 地主の存在形態別現石所有状況

存在形態 所有現石 最 大 最 小 1人 当平均

居 村地主
　 　 石　 合
2908.ユ46 82.927 10.1ユ3 22.544

小 区地主 890.646 359.465 10.249 22.266

他小区地主 6097.ユ51 1300.310 35.399 2ユ7.755

例外 地主 314.812 33.901 10.455 19.676

他大区地主 1853.330 730.664 10.129 XO.580

注(1)6小 区居住地主については他小区地主4名 以外は全て

　　 居村地主を含めて小区地主 とみな したため,小 区地主

　　　1人 当 り平均現石は実態 より小さく現われていると推

　　 定される。

　(2)典 拠は表8に 同じ。

 

こ
の
点
は
四
小
区
を
除
く
全
て
の
小
区
で
圧
倒
的
位
置
に
あ
り
、
例
外
地
主
を
含

む
全
二
二
大
区
居
住
地
主
の
六
〇

・
六
%
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
六
小
区
居
住
の
小
規
模
地
主
層
を
加
え
れ
ば
比
率
は
さ
ら
に
高
ま
る
。
居
村

地
主
の
最
高
所
有
現
石
は
約
八
三
石
で
あ
る
が
、
大
半
は
二
〇
石
と
く
に

一
五
石

以
下
で
あ
る
。
小
区
地
主
は
複
数
村
に

一
〇
石
以
上
を
所
有
す
る
だ
け
に
三
〇
石

前
後
所
有
層
が
中
核
と
な

っ
て
い
る
が
、
地
主
数
は
僅
か
で
あ
り
、
居
村
地
主
上

層
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
た
い
し
他
小
区
地
主
は
さ
ら
に
少
数
で
あ
る

が

一
〇
〇
石
前
後
層
が
厚
く
大
地
主
が
主
体
で
あ
り
、
最
高
は

二
二
〇
〇
石
余
の

巨
大
地
主
で
あ
る
。
他
大
区
地
主
も
数
的
に
は
二
〇
～
四
〇
石
層
が
中
心
で
あ
る

が
四
戸

の
巨
大
地
主
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
地
主
の
存
在
形
態
別
所

7s
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酵
(一)

加
識
瀏
針
噂
回
ウ
図
冴
繭
オ
蠹

餅
鯊
翠
薀
"臼
薺

㊦
今
図
δ
彎
颪

藁
メ

6
パ
'
・鳶
ぐ
・°
灘
理
鸛
6
営

冲
パ
母

が
゜

　
(卜ρ
)

海

浅

算
辮

c。
容

罰

G
°

有
現
石
と
」
人
当
た
り
平
均
値
で
み
れ
ば

よ
り
明
瞭
で
あ
る

(
第
9
表
)。

'

　
次
ぎ
に
居
住
小
区
別
に
地
主
の
展
開
状
況
を
み

よ
う

(第
10
表
)
。
°所
有
地
の

あ
り
方
は
ほ
ぼ
地
主
と
し
て
の
存
在
形
態
を
反
映
し
て
い
る
。
小
区
地
主
の
少
な

さ
が
同
小
区
内
居
村
外
所
有
の
少
な
さ
と
な
り
、
巨
大
な
他
小
区
地
主
の
存
在
が

他
小
区
所
有

の
大
き
さ
に
反
映
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
的
に
は

屠
村
地
主
主
体

の
二
、
五
、
八
小
区
と
全
他
小
区
に
所
有
を
展
開
し
て
い
る
地
主

が
居
住
す
る
四
小
区
が
対
照
的
燈
あ
る
。
7
八
小
区
は
調
査
不
十
分
の
た
め
今
後

の

検
討
を
必
要
と
す
る
が
、

二
、
五
小
区
居
住
の
地
主
は
基
本
的
に
居
村
に
地
主
的

所
有
を
展
開
し
て
い
た
と
い
え
る
。

一
方
、
四
小
区
居
住
地
主
の
影
は
大
区
全
体

を
蔽

っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
よ
う
な
地
主
が
大
地
主
で
あ

っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
定
で
き
る
。
こ
の
点
は
前
出
八
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

居
住
地
主
の
構
成
が
居
村
地
主
と
他
小
区
地
主
が
相
半
ば
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
現

れ
て
い
る
。

　
以
上

の
考
察
を
各
小
区
現
石
の
所
有
形
態

の
面
か
ら
み
る
と
さ
ら
に
新
た
な
様

79



史 窓

柑
が
現
れ
る

(第

11
表
)
。

各
小
区
に
お
け
る
地
主
的
所
有

の
位
置
を
確
か
め
て

お
こ
う
。
小
区
全
現
石
に
た
い
す
る
地
主
所
有
現
石
の
比
率
は
二
小
区
三
七

・
一

%
か
ら
六
小
区
七
〇

・
二
%
ま
で
の
開
き
が
あ
る
。

二
小
区
は
四
小
区
居
住
地
主

を
中
心
に
他
か
ら
の
地
主
的
進
出
も
あ
る
が
、
典
型
的
な
居
村
地
主
展
開
地
域
で

あ
り
小
規
模
地
主
主
体
の
地
主
展
開
状
況
が
数
値
に
反
映
し
て
い
る
。
し
か
も
、

繁
雑
さ
を
避
け
て
表
示
し
て
な
い
が
山
麓
部
を
中
心
に
居
村
地
主
の
い
な
い
村
も

多
く
存
在
し
て
い
る
。
地
主
的
所
有
が
比
較
的
未
熟
な
展
開
に
止
ま

っ
て
い
る
地

域
と
い
え
よ
う
。

こ
の
点
は
同
じ
く
居
村
地
主
が
優
越
し
て
い
た
五
小
区
と
比
較

す
る
と
よ
り
明
瞭
で
あ
る
。
五
小
区
に
成
長
し
た
地
主
は
唯

一
他
小
区

へ
の
進
出

を
み
せ
な
い
居
住
地
域
中
心
の
展
開
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
所
有

は
区
内
地
主

所
有

の
四
二
・
七
%
に
止
ま
る
。

一
方
、

区
外
か
ら
の
進
出
が
大
き
く
、

こ
こ
で

も
四
小
区
居
住
地
主
を
中
心
に
居
村
地
主
所
有
を
上
回
る
展
開
を
見
せ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
が

二
小
区
と
異
な
り
全
現
石

の
五
四

・
六
%
を
地
主
所
有
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
地
主
所
有

の
見
ら
れ
な
い
村
が
少
な
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、
す
で
に

居
村
地
主
中
心
の
地
主
展
開
が
あ
り
、
そ

の
動
揺
を
捉
え
て
他
か
ら
の
大
地
主
の

進
出
が
あ

っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
地
域
内
の
変
動
が
他
か
ら
の
進
出
を

招
い
て
い
る
典
型
が
七
小
区
で
、

こ
こ
で
は
他
大
区
居
住
の
地
主
の
進
出
が
著
し

い
。

　

地
主
所
有
比
、
居
住
地
主
所
有
比
が
と
も
に
高

い
四
小
区
で
は
地
主
所
有
が
事

実
上
区
内
全
村
に
存
在
し
、
居
住
地
主
が
他
か
ら
の
進
出
を
阻
止
し
な
が
ら
成
長

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
そ
の
成
長
は
単
に
区
域
内
に
止
ま
ら
ず
、
先
に

も
指
摘
し
た
よ
う
に
二
二
大
区
全
体
に
拡
大
し
多
く
の
大
地
主
を
生
み
出
し
て
い

る
。
地
主
所
有
比
が
四
小
区
に
は
る
か
に
及
ば
な
い
三
小
区
で
も
少
数
で
は
あ
る

が
大
地
主
が
成
長
し
て
い
る
の
は
他

へ
の
進
出
に
ょ

っ
て
で
あ
る
。
四
小
区
に
次

第11表　各小区現石の所有状況

小

区

全

現(a)
石

所　　 有　　 形　　 態 b/
a居 住 者 他小区地主 他大区地主 計(b)

2
　　　　　　　 合　　　 石3636
.-639 757.515 538.990 53.388 1349.893

　　　　%37
.1

3 2682.057 io5z.z7a 241.250 71.388 1363.908 50.9

4 1775.088 1029.245 113.676 33.643 ヱ176.564 66.3

5 3685.522 859.302 923.425 229.346 2012.073 54.6

6 3669.104 1499.510 765.560 309.968 2575.038 70.2

7 4158.096 946.346 442.426 1010.425 2398.757 57.7

8 2901.444 262.198 780.482 145.172 1187.852 40.9

計 22507.954 6405.346 3805.409 1853.330 12064.085 53.6

注(1)各 小区全現石は東大史料編さん所所蔵　年欠 「管内村名石高人員表」による。なお,1小 区全

　　 現石は1828石727合 である。

(2)典 拠は表8に 同じ。
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ぐ
大
地
主
居
住
地
区
の
六
小
区
は
最
高
の
地
主
所
有
比
を
示
し
、
地
主
展
開

の
高

度
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
大
地
主
の
成
長
は
小
区
内
に
止
ま
っ
て
い
て
対
照

的
で
あ
る
。
な
お
八
小
区
は
居
住
地
主
の
所
有
比
が
低
い
が
、
調
査
不
十
分

の
た

め
と
考
え
ら
れ
、
他
か
ら
の
進
出
状
況
か
ら
み
て
も
実
態
と
し
て
は
地
主
所
有
比

は
十
分
に
五
〇
%
を
越
え
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
明
治
初
年
の
地
主
的
土
地
所
有

の
地
域
的
展
開
状
況
に
つ
い
て
の
概
観
は
以
上

に
止
め
、
先
に
み
た
幕
末
の
状
況
と
の
関
連
ー
連
続
と
非
連
続
を
み
て
い
こ
う
。

最
幕
末
期
の
領
有
が
会
津
領
と
な

っ
て
い
た
地
域
や
江
戸
期
を
通
じ
て
新
発
田
領

で
あ

っ
た
六
、
七
小
区
地
域
あ
る
い
は
同
藩
預
り
と
な

っ
て
い
た
地
域
に
は
慶
応

元
年
出
金
者
は
い
な
い
。
そ
の
た
め
対
象

地
域
は
二
～
五
小
区
に
限
定
さ
れ
る
。

ま
た
系
譜
的
連
続
性
を
出
来
る
だ
け
推
定

を
排
除
し
て
確
定
し
よ
う
と
す
る
と
、

小
規
模
層
を
中
心
に
対
象
か
ら
外
れ
る
諸
家
が
出
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
よ

う
な
制
約
の
下
で
は
あ
る
が
慶
応
元
年
出
金
者
と
明
治

一
〇
年
現
石

一
〇
石
以
上

所
有
者
と
の
連
続
性
は
前
出
第
8
表

の
よ
う
で
あ
る
。
判
明
者
に
つ
い
て
出
金
額

と
所
有
現
石
の
関
連
を
ま
と
め
る
と
図
の
よ
う
で
あ
る
。

　
二
二
大
区
に
お
け
る
所
有
と
い
う
制
約
が
あ
り
、
そ
の
点
は
他
大
区
地
主
に
と

く
に
強
い
制
約
と
な

っ
て
現
れ
、
出
金
額
と
所
有
現
石
と
の
対
応
を
数
値
で
示
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
五
両

・
五
石
間
隔
で
の
図
示
か
ら
は
対
応
軸
か
ら

大
き
く
外
れ
た
動
き
は
見
出
せ
な
い
。

二
〇
〇
～
五
〇
〇
両
出
金

・
一
〇
～

一
五

石
所
有
の
二
家
が
例
外
的
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
真
島
家
は
所
有
の
主
力
を
居
住

す
る
一
ゴ
ニ
大
区
に
持
つ
大
地
主
で
あ
る
こ
と
は
第
5
表
ー
①
で
明
ら
か
で
あ
る
。

橋
本
家
は
明
治
初
年
に
下
降
状
態
に
あ

っ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
明
治

二

一
年

の

所
有
地
価
八
六
〇
〇
円
か
ら
み
て
中
規
模

地
主
と
し
て
推
移
し
た
と
い
え
る
。

　
個
別
事
例
に
つ
い
て
の
指
摘
は
以
上
に
止
め
る
が
、
総
じ
て
大
規
模
出
金
者
11

幕末出金と明治初年所有現石の相閧図
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史 窓

巨
大
地
主

・
大
地
主
、
申
小
規
模
出
金
者
11
中
小
規
模
地
主
の
構
図
は
崩
れ
て
い

な
い
と
い
え
る
。
幕
末
期
の
領
主

へ
の
出
金
状
況
か
ら
窺
え
る
地
主
的
土
地
所
有

の
成
立
構
造
は
体
制
の
変
動
を
伴
う

一
〇

余
年

の
間
に
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
は

な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
江
戸
期
に
生
成
し
た
地
主
の
多
く
が
幕
末

ー
明
治
初
年
に
姿
を
消
し
、
新
た
な
地
主
が
に
わ
か
に
成
長
し
て
く
る
と
言
う
動

き
の
な
か

っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

お
　

わ
　
り
　

に

　
米
作
単
作
地
帯
越
後
蒲
原
平
野
北
部
の

一
画
に
、
幕
末
期
を
通
じ
て
大
小
の
地

主
が
生
成
、
展
開
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
多
く
は
明
治
初
年
に
お
い
て
も
あ
り
方

を
変
え
て
い
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
少
数
の
巨
大
地
主
を
頂
点
と
す
る
大

地
主
層
が
展
開
し
て
い
る
地
主
的
土
地
所
有

の
主
要
位
置
を
占
め
、
そ
の
基
盤
と

し
て
中
小
地
主
層
が
厚
み
を
も

っ
て
存
在

し
て
い
る
と

い
う
地
主
構
造
は
、
す
で

に
幕
末
期
に
は
形
成
さ
れ
て
お
り
明
治
初

期
に
い
た

っ
て
も
変
化
は
み
せ
な
い
。

こ
の
間
地
主
層
内
部
に
若
干
の
上
昇

・
下
降
は
あ

っ
た
が
、
地
主
の
階
層
的
構
成

を
変
化
さ
せ
、
ひ
い
て
は
地
主
的
土
地
所
有

の
構
造
を
変
質
さ
せ
る
よ
う
な
動
き

に
は
な

っ
て
い
な
い
。

　
明
治
初
年
に
み
ら
れ
る
大
地
主
展
開
地
域
に
お
け
る
地
主
的
土
地
所
有

の
展
開

状
況
の
地
域
差
と
、
江
戸
期
か
ら
さ
ら
に
明
治
初
年

に
い
た
る
大
地
主
諸
家
の
成

長
過
程
と
の
関
連
や
、
頂
点
部
分
を
大
地
主
層
が
占
め
る
地
主
構
成

の
、
地
域
差

を
ふ
ま
え
た
全
住
民
諸
階
層
の
申
で
の
位
置
づ
け
は
小
稿

の
範
囲
を
越
え
る
。
す

で
に
明
治
初
年
に
最
小
限
で
も
地
域
全
現
石
の
五
三

・
六
%
ま
で
が
僅
か
の
一
〇

石
以
上
所
有
者
の
所
有
に
帰
し
て
い
る
こ
と
は
、
住
民
の
圧
倒
的
多
数
が
土
地
所

有
か
ら
切
り
離
さ
れ
地
主
小
作
関
係
に
組
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、

こ
の
地
域
構
造

が
幕
末
以
来
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
構
造
は
地
租
改
正
に
よ

っ
て
近
代
的
装
い
を
与
え
ら
れ
て
い
く
が
、
頂
点
部
分
の
大
地
主
層
は
明
治

二
〇

年
代
初
頭
に
も
そ
の
位
置
に
あ
り
、
新
潟
県
大
地
主
制
の
体
制
的
確
立
を
窺
わ
せ

る
と
い
え
よ
う
。
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